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構築後のリポジトリと  
実務担当者が思うこと  

～すこしわかりはじめたリポジトリ～

奈良女子大学 図書課 電子情報係
 藤川

 
永子

2009年1月19日

 

DRF地域ワークショップ（近畿地区）「DRF-Senri」

 

事例報告



奈良女子大学

• 文学部・理学部・生活環境学部
 大学院人間文化研究科

• 学生数：約3000人
• 教員：約200人
• 鹿：９頭



奈良女子大学附属図書館

情報管理係・情報サービス係・電子情報係

１４人（正職員７人、非常勤職員７人）



校史関係資料



学術情報リポジトリ  
平成20年3月  正式公開

正職員１人、非常勤職員２人
 （平成２１年１月現在）



リポジトリを始めた頃

平成18年度：学内委員会の立ち上げ

1. 学内刊行物の調査・把握
2. 近年の刊行物のPDF化

執筆者とのコンタクトが困難

過去の図書館利用者データを活用

★ 許諾がとれた論文から
 一つずつ登録



私の仕事：コンテンツの充実

• 許諾のお願い

• PDFファイル作成

• Dspace 登録

◆ 平成19年10月 リポジトリ担当非常勤職員として勤務開始 ◆

まさか講演まで・・・

・従来の司書業務の知識が通用
 しない・・・

・宣伝担当、前任者不在

従来の司書業務と違う！



私が思うリポジトリの難しさ

幅の広さ：広報からシステムまで

コンテンツ作成の経験なし

PDF作成未経験、OCRとは？

自分で決めることが多い


 

掲載許諾などの
 

進捗管理が難しい



広報用パンフ／ホームページ



すこしわかりはじめたきっかけ［1］  NII 平成19年度成果報告会  （＠東京）（2008年6月12～13日）

ポスターの作成と説明を担当

過去の経緯が理解できた

コミュニティの存在を知る
DRFメーリングリストに登録

それまでは、大学内だけの世界
 （２人）しか知らなかった

本当は・・・



すこしわかりはじめたきっかけ［2］  
研修会への参加

研修のテキストは今も参考書として使用
PDF等の具体的知識を得た

NII学術ポータル担当者研修＠名古屋大学
（2008年7月23日～25日）

DRFワークショップ＠パシフィコ横浜
（2008年11月27日)

日常業務の理解と、
 

新しい取り組みの楽しさ



いろいろ考えるべきこと

 コンテンツ登録の問題

 各種要望への対応が難しい

 そもそもどう「評価」すればよいか？

2008年

登
録
コ
ン
テ
ン
ツ
数

ア
ク
セ
ス
数

2008年

item views

多い？
少ない？



これからの奈良女子大学の
リポジトリ

DRF

賛同者を増やす
意義を伝える
リポジトリの勉強
DRFの活用

コンテンツを

増やす！
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